
 
 

 

七
夕
ま
つ
り 

 

こ
ど
も
と
そ
の
親
世
代
、
高
齢
者
が
一

緒
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
で
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
構

築
し
た
い
と
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、
今
年

６
月
に
発
足
し
た
鶴
ヶ
丘
第
六
自
治
会
の

高
齢
者
か
ら
な
る
「
輝
き
ク
ラ
ブ
」
。
７

月
７
日
に
は
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
。
「
私

達
の
地
区
で
は
65

歳
以
上
を
老
人
で
は
な

く
『
輝
く
人
』
、
90

歳
以
上
を
『
プ
ラ
チ

ナ
の
人
』
と
称
し
、
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
、
み
ん
な
で
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
」
（
鹿
内
信
弘
自
治
会
長
）
。 

  
 

 
 

夏
ま
つ
り 

 

鶴
ヶ
島
の
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る

サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
in
鶴
ヶ
島
。
今
年
は

７
月
20

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鶴
ヶ
島

駅
西
口
商
店
街
通
り
が
会
場
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
主
催
し
て
い
る
の
は
近
隣
有

志
・
自
治
会
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
。

ま
た
同
地
区
で
は
納
涼
大
会
も
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
（
８
月
17

日
）
が
、
こ
ち
ら
の

主
催
は
鶴
ヶ
島
第
二
小
学
校
区
エ
リ
ア
の

10

自
治
会
。
こ
の
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の
実

行
委
員
長
を
務
め
た
鶴
ヶ
丘
の
森
田
朗
さ

ん
は
「
事
前
の
企
画
、
連
絡
調
整
の
忙
し

さ
、
炎
天
下
の
作
業
等
の
大
変
さ
は
あ
り

ま
す
が
、
地
域
の
方
々
は
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
域
の
こ
ど
も
達
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
だ
か
ら
で

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

若
葉
駅
西
口
で
は
、
共
栄
連
合
自
治
会

主
催
に
よ
る
共
栄
若
葉
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
８
月
４

日
）
。
共
栄
連
合
自
治
会
は
４
自
治
会
に

よ
る
連
合
組
織
で
、
秋
ま
つ
り
も
こ
ど
も

を
中
心
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

上
広
谷
第
一
自
治
会
夏
祭
り
（
７
月
13

日
）
は
八
坂
神
社
の
祭
り
で
も
あ
り
、
こ

ど
も
神
輿
渡
御
も
行
わ
れ
、
こ
ど
も
た
ち

の
大
き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
他
の
自
治
会
も
趣
向
を
凝
ら
し
た

ス
テ
ー
ジ
あ
り
、
出
店
あ
り
の
楽
し
い
夏

祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

  
 

夏
休
み
こ
ど
も
サ
ロ
ン 

 

夏
休
み
宿
題
サ
ロ
ン
は
、
各
地
域
支
え

合
い
協
議
会
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

つ
る
が
し
ま
中
央
地
域
支
え
合
い
協
議
会

で
は
「
こ
ど
も
サ
ロ
ン
防
災
体
験
会
」
も

実
施
し
て
い
ま
す
（
８
月
８
日
）
。
「
中

央
地
域
で
は
、
安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
居

場
所
・
仲
間
・
健
康
づ
く
り
を
基
本
に
、

新
し
い
時
代
を
担
う
こ
ど
も
達
を
い
か
に

育
て
る
か
、
地
域
の
大
人
の
課
題
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
」
（
殿
塚
渉
会
長
）
。 
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「地域でこどもを育む」 

 ～この夏の地域イベントから～ 

 「思い出いっぱいの夏になりますように」。

この七夕の短冊を書いたのは、こども？ 親？ 

七夕まつりを主催した地域の方？ それは、み

んなの思いではなのではないでしょうか。こど

もを育てるのは家庭、学校、そして地域。「地

域でこどもを育む」という思いで、今年の夏も

多くのイベントが開催されました。 

２～３ページは「南どんぐりまつり特集」、４ページは新南市民センター整備基本計画策定ワークショップの概要報告等となっ

ています。 

▲ 輝きクラブ主催「七夕まつり」 

防
災
体
験
会
で
の
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
づ
く
り 

▼ 

回覧 


